
既調合軽量モルタル塗り通気工法外壁の構造性能 
（その６）耐震性能評価 
 

 

 
 

１．はじめに 
本報は、その 1～5 に続き｢既調合軽量モルタルを施工

した 5P 有開口壁｣の耐震性能について、（財）日本住宅・

木材技術センター発行「木造軸組工法住宅の許容応力度

設計（2008 年版）」第 6 章に準じ、短期基準せん断耐力

(Po)を算定したものである。 
２．完全弾塑性モデルおよび特性値 

図 1 に標準仕様の各試験体の完全弾塑性モデルを、表 1

に全ての試験体の特性値を示す。完全弾塑性モデルの作

成は各試験体とも 0.8Pm 時が終局耐力(Pu)となった。 
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図 1 各試験体(標準仕様)の完全弾塑性モデル
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№5　見かけのせん断変形角 γ (×10-3rad)
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№4　見かけのせん断変形角 γ (×10-3rad)
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№3(標準仕様)　見かけのせん断変形角 γ (×10-3rad)
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№2　見かけのせん断変形角 γ (×10-3rad)
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№1　見かけのせん断変形角 γ (×10-3rad)
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№0-1　見かけのせん断変形角 γ (×10-3rad)
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図１および表１より、標準仕様の各試験体の降伏点変

形角(δv)は 1/100rad 前後、終局変形角(δu)は 1/30rad

前後であり、開口部の有無・大きさに関わらず降伏後の

耐力は延性的

に維持されて

いる。また、

降伏変形角 (δ
y)は№3 を除き、

1/200rad 前後、

構造特性係数

(Ds)は№3 を除

くと、開口面積が大きいほど小さくなる傾向を示す。剛

性(k)では、無開口№0 の 4.65 に対し、掃出し開口(№1,2,3)
は 4.13、2,82、1.35 と明確に小さくなっているが、窓開口

(№4,5,6)は 4.15、3.86、4.11 であり差異はない。 
掃出し開口の№3 シリーズ(3-1,3-s,3-a4,3-h)では、№3-a4
のkが 4.93、Dsが 0.22 と他の 3 体を抽んでている。これは、

壁全面に伏せ込んだ密度の高いアラミド繊維(4 軸)の補強

効果が関係している可能性が高い。

３．短期基準せん断耐力(Po)の算定 
表 2 に無開口(№0-1,-2,-3)の Po を算定する 4 つの指標を

示す。ばらつき係数(0.952)を乗じた最小の指標は②Pu×
(0.2/Ds)で 18.52(kN/4.55ｍ)となった。 

表 3 に各試験体の Po を示す。Po は壁幅 1m に換算した。

無開口(№0)の Po は 4.07(kN/m)である。有開口(№1～№6)
の試験体数は各 1 体であり、信頼水準を設定した統計処

理に基づくばらつき係数を算定できないため、試験体の

材料・仕様・施工精度が№0 と同等であることから、№0
のばらつき係数(0.952)を採用した。また、参考として低減

係数αを 0.95 に仮定し、これを Po に乗じた短期許容せん

断耐力(Pa)と壁倍率を示す。№3-a4 と№6 を除く各試験体

の最小の指標は②Pu×(0.2/Ds)であり、壁の終局時までの
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入力エネルギーの大きさが Po の決定付けたものといえる。 
また、無開口(№0)の倍率は 1.97 であり、ラス下地板を

除くモルタル壁自体の壁倍率は、ラス下地板の倍率(0.5)を
差し引くことから 30×90 ㎜筋かい(1.5 倍)程度であった。 
４．短期基準せん断耐力(Po)と開口面積等との関係 
表 4 は、有開口(№1～№6)のPoの無開口(№0)のPoに対す

る比率について、シージングエリア係数、壁面積比{1-α
(αは開口比)}、壁長比(β)を指標に算定したものである。 

このうち最も相関性が高かった壁面積比(1-α)とPoとの

関係を図 2 に示す。図 2 より、窓開口はX=Yに平行で優

位であり、掃出し開口は壁面積比率 0.8 を境に不利となる。

また全開口の場合は、掃出し開口と同傾向を示す。 

５．まとめ 
破壊状況は、1/10radでも軽量モルタル壁の脱落は認めら

れず、荷重の低下はステープルの抜け・縦胴縁の割裂で

あった。開口部は、掃出し開口が窓開口に比べ開口面積

の大きさに伴う荷重の低下が著しい。また、初期のひび

割れ抑制に対しては伏せ込みネットが有効である。 
今後の課題は、より効果のある開口部周囲の補強方法、

直交壁の効果、縦胴縁の割裂防止等の確認である。
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表 1 完全弾塑性モデルから算定した特性値 

表 2 無開口(№0)の 4 つの指標 

表 4 各有開口(Po)の無開口(Po)に対する比率 

表 3 各試験体の短期基準せん断耐力(Po) 
図 2 壁面積比と短期基準せん断耐力(Po)比との関係
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